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インタクト副甲状腺ホルモンキット

副甲状腺は甲状腺の裏側に通常４個存在する器官であり、上皮小体ともいわれます。副甲状腺からは、８

４個のアミノ酸からなるポリペプチドである副甲状腺ホルモン（ＰＴＨ：Parathyroid Hormone）が分泌さ

れており、この PTH は骨、腎臓などに作用して生体内カルシウム濃度の恒常性を保つ作用を有しています。

PTH は血中において多くの分子種があることが知られていますが、本キットはインタクトPTH を測定する

キットであり、生理活性のない中間部フラグメントや C 端フラグメントの影響を受けずにインタクト PTH

を測定できます1)。

PTH は副甲状腺の腺腫や過形成、がんなどによる原発性副甲状腺機能亢進時に過剰分泌が起こり高値にな

り、逆に副甲状腺機能低下症では低値になります2)3)。また慢性腎不全などで、低カルシウム状態が引き金

となって二次的に PTH 放出が亢進する場合もあります。この時は、腎尿細管や小腸からのカルシウム吸収

が促進されるだけでなく、骨からカルシウムが遊離する骨吸収が促進されるため、骨代謝状態を知り、臨

床経過を観察するために PTH 測定値が使われます。これに関連して、米国 National Kidney Foundation

K/DOQI ガイドライン（２００３）には、腎不全患者のカルシウム濃度をコントロールするために、インタ

クト PTH 目標値が掲載されています4)。

慢性腎不全の各病態別 血漿中インタクト PTH の目標値

腎不全病態ｽﾃｰｼﾞ 腎糸球体濾過量（mL/min./1.73m2)
目標インタクト PTH 濃度

(pg/mL)

３ ３０～５９ ３５～７０

４ １５～２９ ７０～１１０

５ ＜１５ ｏｒ 透析 １５０～３００

本邦においても、生命予後重視の観点から日本人のデータベースが新たに解析され、2006年10月に、「透析

患者における二次性副甲状腺機能亢進症治療ガイドライン」が日本透析医学会から発表されました。本ガ

イドラインによれば、末期腎不全患者において、血清リン、カルシウム濃度が管理されている状態でのイ

ンタクトＰＴＨ管理目標は、６０～１８０ pg/mL とされています5)。
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仕様

試薬構成

免疫反応試薬 Ｅテスト「ＴＯＳＯＨ」Ⅱ（インタクトＰＴＨ） （100テスト／箱）

標準品 Ｅテスト「ＴＯＳＯＨ」Ⅱ（インタクトＰＴＨ）標準品セット （6濃度、各2本／箱）

検体希釈液 Ｅテスト「ＴＯＳＯＨ」Ⅱ（インタクトＰＴＨ）検体希釈液 （4ｍＬｘ4本／箱）

対象検体種 血清、ＥＤＴＡ血漿

測定時間 免疫反応時間 10分（１ステップサンドイッチ法） 結果報告 約20分

測定範囲 １．０～２，０００ ｐｇ／ｍＬ

健常人参考値 ８．７～７９．５ ｐｇ／ｍＬ （社内データ）


